






あ ら ま し

　山影遺跡は山梨県韮崎市藤井町南下條地区に所在する縄文時代から中世までの遺跡です。

　これまで複数回の発掘調査が行われており、その中でも平成５年に韮崎市遺跡調査会が実施した発掘調査

では、縄文時代中期初頭（今から約 5,000 年前）の幼児を含む火葬された人骨 7体分が見つかっています。

　本報告書で報告する発掘調査は、山影遺跡の東端部において、一般国道141号電線共同溝工事に伴い、２

つの地点で行っています。

　平成５年に縄文時代中期初頭の人骨がみつかっ
た地点より南東方向に約 70ｍの場所になります。
　発掘調査では、河川の流れにより土砂が流され
た痕跡が見つかりましたが、遺構や遺物は確認さ
れず、山影遺跡の範囲を考えるうえで参考となる
情報が得られています。

《１区》

　山影遺跡の東端部に位置しています。
　明確な遺構は見つかっていませんが縄文時代、弥生時代、古墳時代の土器片や石器が100点以上見
つかっています。土器片のほとんどは川に流されて摩耗している状況がみられますが、約10㎡という
狭小な調査範囲のなかからこれだけ多くの土器・石器が見つかったということは、極めて近接した場
所で人々が活動していたということを物語っています。

《2区》

山影遺跡１区 全景（北西より）

山影遺跡２区　石器出土状況山影遺跡２区　土器出土状況
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第 1 表 山影遺跡周辺の遺跡一覧表
番号 遺跡名 番号 遺跡名 番号 遺跡名
F-6 中田中條宿 H-10 穂坂上ノ原遺跡 S-36 西御門遺跡
F-7 松雲寺塁跡 H-11 山ノ神遺跡 S-37 西御門第二遺跡
F-8 水上氏屋敷跡 H-12 小森山ノ神遺跡 S-38 駒井天神前第三遺跡
F-9 水上氏屋敷跡第二 H-13 神ノ木遺跡 S-39 西御門第三遺跡
F-10 中田小学校遺跡 H-14 神ノ木第二遺跡 S-40 坂井丸山遺跡
F-11 金山遺跡 H-15 汁森遺跡 S-41 坂井南遺跡
F-12 中田中條前田遺跡 H-16 石原場遺跡 S-42 坂井南大原遺跡
F-13 宮ノ前第二遺跡 H-18 女夫石遺跡 S-43 堂坂上遺跡
F-14 立石遺跡 H-20 三百水遺跡 S-44 岩上滝坂遺跡
F-15 立岩遺跡 H-21 三百水第二遺跡 S-45 滝坂遺跡
F-16 下木戸第二遺跡 H-22 外輪原遺跡 S-46 藤井坂上遺跡
F-17 駒井氏屋敷跡 H-23 高垈遺跡 S-47 滝坂第二遺跡
F-18 駒井砂宮神遺跡 H-24 上ノ山立石遺跡 S-48 富士見ヶ丘遺跡
F-19 宮ノ前第五遺跡 H-25 内堀遺跡 T-19 清水久保二番堤
F-20 宮ノ前遺跡 H-27 三百水第三遺跡 T-21 道白島一番堤
F-21 宮ノ前第三遺跡 H-28 坊来石遺跡 T-22 若尾新田東河原一番堤
F-22 宮ノ前第四遺跡 H-30 鳥ノ小池南原遺跡 T-23 若尾新田東河原二番堤
F-23 堂ノ前遺跡 K-17 青木東田遺跡 T-25 海老島一番堤
F-24 北後田遺跡 K-23 白山城跡 T-26 海老島二番堤
F-25 後田遺跡 K-24 白山城北烽火台 T-27 本滝一番堤
F-26 坂井堂ノ前遺跡 K-25 白山城ムク台烽火台 T-28 本滝二番堤
F-27 火雨塚古墳 K-29 西海道遺跡 T-35 駒井砂宮神堤
F-28 山影遺跡 K-30 鰐塚 T-36 韮崎宿一番堤
F-29 三光寺塁址 K-31 新田遺跡 T-37 韮崎宿二番堤
F-30 蔵之前塁址 K-32 武田東畑遺跡 T-38 船山堤
F-31 相垈塁址 K-33 北宮地向田遺跡 T-39 栄堤
F-32 後田第二遺跡 K-34 大慈寺跡 T-40 蔵之前堤
F-33 船山遺跡 K-35 山寺氏屋敷跡 T-41 藤井下河原堤
F-34 三宮地遺跡 K-36 上小路遺跡 T-42 建石島堤
F-35 北下條塁址 K-37 鍋山西畑遺跡 T-44 更科一番堤
F-36 北下條後田遺跡 K-38 武田北原遺跡 T-45 更科二番堤
F-37 後田堂ノ前遺跡 K-46 旭金山遺跡 T-46 岩根前堤
F-38 北下條殿田遺跡 K-47 桜木遺跡 T-47 榧の木堤
F-39 榎田遺跡 K-48 桜木第二遺跡 T-55 御崎原新田堤
F-40 上横屋遺跡 K-59 久保屋遺跡 T-56 西河原堤
F-41 宮木遺跡 K-60 旭金山遺跡 T-57 海老島堤
F-42 下横屋遺跡 K-61 久保屋遺跡 T-58 高柳堤
F-43 琵琶塚遺跡 S-26 長林遺跡 T-59 大明神前堤防
F-44 殿田屋敷跡 S-27 駒井上野遺跡 T-60 西表堤防
F-45 韮崎宿 S-30 新府城跡
H-1 日之城跡 S-31 中条上野古道跡
H-2 宮ノ下遺跡 S-32 駒井天神前遺跡
H-4 上ノ平遺跡 S-33 駒井天神前第二遺跡
H-8 権現沢遺跡 S-34 坂井天神前遺跡
H-9 ゴリノ木遺跡 S-35 坂井遺跡

※番号は遺跡台帳に記載された遺跡
番号である。
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遺物
番号

図版
番号 注記 器種 口径 /底径 /器高 整形・施文技法 色調 胎土 時期 備考

1 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区一括 深鉢 -/-/(2.5) 並行沈線 10YR7/3 にぶい黄橙色 白色粒・黒色粒 縄文時代中期初頭 摩耗

2 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区一括 深鉢 -/-/(4.2) 縄文地文に沈線、刻み 外：5YR7/6 橙色
内：7.5YR6/3 にぶい褐色 白色粒・赤色粒・雲母 縄文時代中期初頭

五領ヶ台Ⅱ 摩耗

3 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -9 深鉢 -/-/(2.8) 沈線 5YR6/6 橙色 白色粒・黒色粒・雲母 縄文時代中期初頭 摩耗

4 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -90 深鉢 -/-/(3.4) 隆帯による楕円区画、角押
文 10YR5/3 にぶい黄橙色 白色粒 縄文時代中期前半

狢沢 2 摩耗

5 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -21 深鉢 -/-/(2.2) 隆帯 5YR6/6 橙色 白色粒・雲母 縄文時代中期中葉 摩耗

6 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -59 深鉢 -/-/(4.3) 隆帯、口唇内面隆帯 5YR7/4 にぶい橙色 白色粒・黒色粒・雲母 縄文時代中期後半
曽利Ⅱ 摩耗

7 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -94 深鉢 -/-/(5.0) 隆帯による渦巻文 7.5YR6/3 にぶい褐色 白色粒・黒色粒・雲母 縄文時代中期後半
曽利Ⅰ 摩耗

8 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -31 深鉢 -/-/(5.1) 沈線 7.5YR7/6 橙色 黒色粒・黒色粒・雲母 縄文時代中期後半 摩耗

9 第 9図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -105 深鉢 -/-/(3.2) 櫛描条線地文に隆帯 10YR7/4 にぶい黄橙色 白色粒・赤色粒・黒色粒・雲
母

縄文時代中期後半
曽利Ⅳ 摩耗

10 第 9 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -60 深鉢 -/-/(4.1) 縄文地文に沈線 7.5YR6/6 橙色 赤色粒・雲母 縄文時代中期後半 摩耗

11 第 9 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -93 深鉢 -/-/(5.5) 沈線による区画 7.5YR7/4 にぶい橙色 白色粒・黒色粒・雲母 縄文時代中期末曽
利Ⅴ 摩耗

12 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -74 深鉢 -/-/(3.3) 隆帯 7.5YR7/4 にぶい橙色 白色粒・赤色粒・黒色粒 縄文時代中期 摩耗

13 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -80 深鉢 -/-/(3.3) - 7.5YR6/6 橙色 白色粒・雲母 縄文時代中期 摩耗

14 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区一括 深鉢 -/-/(3.1) 縄文地文に沈線 7.5YR7/4 にぶい橙色 白色粒・黒色粒 縄文時代中期 摩耗

15 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -30 深鉢 -/-/(3.0) 縄文地文に沈線 7.5YR7/6 橙色 白色粒 縄文時代中期

16 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -48 深鉢 -/-/(3.3) 沈線 7.5YR7/3 にぶい橙色 白色粒・黒色粒・雲母 縄文時代中期後半 摩耗

17 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -2 深鉢 -/-/(3.1) 隆帯 7.5YR6/6 橙色 赤色粒・黒色粒 縄文時代中期後半

18 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区一括 深鉢 -/-/(5.0) 櫛描条線地文 外：7.5YR6/5 橙色
内：7.5YR6/4 にぶい橙色 白色粒・雲母 縄文時代中期

19 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -91 深鉢 -/(7.0)/(2.2) 底面網代痕 外：10YR7/4 にぶい橙色
内：7.5YR5/1 褐灰色 白色粒・黒色粒 縄文時代中期 摩耗

20 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -47 壷 -/-/(3.5) 条痕文 10YR7/6 明黄褐色 白色粒・黒色粒 弥生時代前期-中期 摩耗

21 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -19 台付甕 -/(9.0)/(3.9) ナデ 外：10YR7/3 にぶい黄橙色
内：5YR7/6 橙色 白色粒・黒色粒・雲母 古墳時代前期

22 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -11 甕 -/-/(3.5) 内外面：ハケ目 7.5YR6/6 橙色 白色粒・黒色粒・雲母 古墳時代前期

23 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -39 甕 -/-/(3.1) 内外面：ハケ目 7.5YR7/4 にぶい橙色 白色粒 古墳時代前期

第２表 ２区出土遺物観察表（土器）

第３表 ２区出土遺物観察表（石器）

遺物番号 図版番号 注記 素材 種別
寸法（㎝） 重量

（ｇ） 備考
最大長 最大幅 厚さ

24 第 10 図 R3 山ｶｹﾞ 2 区 -1 チャート 剥片 4.1 2.6 1.2 13
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地点
調査
年度

遺構 遺物 特記事項
参考
文献

① H5
竪穴 2基（縄文時代中期初頭）、土
坑 1基（縄文時代中期初頭）

縄文時代中期初頭
土坑中より幼児 1例を含む火葬
人骨 7体分出土。

文献 1

② H19 -
縄文時代中期～後期、弥生時代後期、
古墳時代、奈良時代・平安時代、中世

文献 2

③ H24 竪穴（弥生時代）、柱穴 弥生時代、中世 ※

④ H24 柱穴（中世） 中世 ※

⑤ H25 竪穴住居（平安）、土坑（中世） 平安時代、中世 土坑中より人骨出土。 ※

⑥-1区 H26 - 縄文時代前期～晩期、平安時代、中世

文献 3⑥-2区 H26 土坑 3基、柱穴 1基、溝 1条 時期不明土器

⑥-3区 H26 - 縄文時代、古墳時代、中世

試③ R2 集石遺構（縄文時代か）、柱穴 国道 141 号電線共同溝工事に伴
う試掘調査

文献 4
試④ R2 土坑（？） 縄文時代（打製石斧）

第 4 表 山影遺跡周辺の調査一覧表

※韮崎市教育委員会閏間氏の御教授による。

13



14



写真図版１
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写真図版２
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